
清水第八中グループ（清水入江小・清水第八中） 

「防災訓練～防災交流会」(R6. 12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 1 日（日）快晴のもと、地区防災訓練が行われました。それに先立ち、入江の

小中学生が主体的に活動できるように、11 月 14 日（木）に訓練内容や準備に必要な

段取りなどを、入江小６年生地区代表児童や八中３年生地区長が自治会長や地区防災担

当者と事前に協議する「地区担当者会」を開催しました。その中で、当日の小中学生の

役割についても確認されました。八中では 29 日（金）に地区別会合を開き、地区長が

各地区の生徒に地区担当者会で決定した内容を伝達するなど、地域と学校が連携しなが

ら訓練当日を迎えました。 

 当日は受付で名簿にチェックし、参加人数を報告することや、力の必要な救助・運搬

活動を担うなど、中学生に任された役目を全うしました。また、中学生がリーダーにな

り、訓練用の消火器に水を補充し、消火剤散布の方法を低学年の小学生に丁寧に教えな

がら練習したり、背の高いテント型トイレの骨組みを組んでから小学生に手伝ってもら

ってテントシートを張ったりするなど、ほほえましい姿を見ることができました。 

 今回の経験をもとに、さらに防災に関する知識やスキルを身に付け、小学生を導き、

大人を支え、地域から頼りにされるたくましい人材になってほしいです。 

 準備の段階から中学生を指導し、訓練当日は中学生に仕事を任せ、活躍の場を与えて

くれた自治会長・地区防災担当者をはじめとする地域の皆様、保護者の皆様、ありがと

うございました。   （清水第八中学校 令和６年 12 月学校だより より全文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


